
高校生から始める沖縄交通リ・デザイン

内閣府沖縄総合事務局運輸部企画室



沖縄の交通と課題
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これはどこでしょう？

出典：内閣府沖縄総合事務局ホームページ, https://www.dc.ogb.go.jp/road/index130110.htm、閲覧日2025年1月17日

https://www.dc.ogb.go.jp/road/index130110.htm
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沖縄の交通課題－過度な自家用車依存

⚫沖縄中南部では通勤通学時の移動手段の大半が「自家用車」による移動となっ

ている。
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通勤通学時の主な移動手段

出典：令和2年度国勢調査を基にした内閣府調査 ※端数処理の関係で内訳の合計値が必ずしも100％となっていない。



免許人口と公共交通利用の推移－第４回PT調査の結果から

4出典：第4回沖縄本島中南部都市圏総合都市交通協議会 委員会（令和7年6月18日）資料
https://www.pref.okinawa.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/012/938/genkyoubunseki2-2.pdf

https://www.pref.okinawa.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/012/938/genkyoubunseki2-2.pdf
https://www.pref.okinawa.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/012/938/genkyoubunseki2-2.pdf
https://www.pref.okinawa.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/012/938/genkyoubunseki2-2.pdf


児童・生徒の移動と送迎－第４回PT調査の結果から

5出典：第4回沖縄本島中南部都市圏総合都市交通協議会 委員会（令和7年6月18日）資料
https://www.pref.okinawa.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/012/938/genkyoubunseki.1-2.pdf 

https://www.pref.okinawa.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/012/938/genkyoubunseki.1-2.pdf
https://www.pref.okinawa.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/012/938/genkyoubunseki.1-2.pdf
https://www.pref.okinawa.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/012/938/genkyoubunseki.1-2.pdf
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全国的にもひどい沖縄の渋滞事情
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那覇市 東京23区 大阪市 名古屋市 全国

混雑時旅行速度km／h

⚫ 「旅行速度が遅い」 ＝ 「交通集中による渋滞がひどい」と解釈できる。

⚫那覇市の混雑時旅行速度は全国と比較し、大幅に低い水準となっている。

出典：令和３年度 全国道路・街路交通情勢調査
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一目でわかる自家用車とバスの違い

出所）公益財団法人とやま環境財団, エコライフ撮影会 乗り物と環境を考える, http://www.tkz.or.jp/con13.html, 2025年2月4日閲覧

富山県高岡市 撮影：(公財)とやま環境財団

乗用車50台 路線バス1台（50人）
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この状況が続くと……？

•渋滞や公共交通の縮小がこのまま続くとどうなる・・・？

出所）内閣府沖縄総合事務局, 沖縄地方における渋滞対策の
進め方, 
https://www.dc.ogb.go.jp/road/jutai/12th/03_shiryou4.pdf, 
2025年1月21日閲覧

渋滞がひどい・・・

出所）沖縄バス株式会社, 【お知らせ】系統87番 赤嶺てだこ線 
減便およびルート変更に伴う一部区間廃止について, 
https://okinawabus.com/wp/ma_news/9145/, 2025年1月21日
閲覧

バスは
廃止や減便…



全国的にも……
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・2050年には全国の約半数
の地域で人口

50%以上減少

将来の人口減

・公共交通が減り自動車が運転できないと生活で

きない： 約40％
・徒歩圏内のコンビニ、スーパー、病院などの施設

が少ない：約30％

※国土交通省「平成29年度国民意識調査」より

居住地域に対する不安

休廃止する路線の増加 運転手の不足利用者の減少
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（H2を100としたとき）

免許返納の進展

一方、地域鉄道・路線バスの減便・廃止やバス・タクシー運転者の不足により、地域交通は危機的な状況。

・令和５年度には、年間約40万件返納。

0

20

40

60

H
…

H
…

H
…

H
…

H
…

H
…

H
…

H
…

H
…

H
…

H
…

H
…

H
…

H
…

H
…

H
…

H
…

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

万件
運転免許の自主返納件数

75歳以上 75歳未満

日本版・公共ライドシェア等の新しい移動手段のほか、鉄道・バス・タクシー・デマンド交通等
あらゆる移動手段を総動員しながら、「交通空白」を解消していく必要

【乗合バス】約12％減少

【タクシー】約18％減少

【鉄軌道】
計625.1㎞、18の路線が廃止

【乗合バス】
計23,193㎞の路線が廃止

（2008年度→2023年度の対比） （ 2019年度→2022年度の対比）

67
56

29

（2015年対比）

人口減少や高齢化による免許返納が進展する地方では、買物、医療、教育など様々な日常サービス
を支える地域交通の役割はますます高まっている。
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交通渋滞って何が問題？

•自家用車の利用を少なくするような「ライフスタイルの転換」を体験し、
その結果を広く共有することで、みんなで取り組みを始めるきっかけをつくる

交通渋滞

日常生活への
悪影響

観光業など
経済発展の阻害

環境・健康
の悪化

公共交通の
持続可能性低下

過度な
自家用車利用 通勤・通学

時間帯の集中

公共交通の
使いづらさ



沖縄の移動・交通と悪循環
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⚫ 駐車場の増加、土地の非効率利用
⚫ 宅地造成と核家族化
⚫ 自然環境、伝統的風景やコミュニティの破壊

➢ 沖縄では、過度な自家用車依存が常態化し、都市部の「交通渋滞」と地方部の「交通空白」が並行して
進行。

➢ 交通は、生産財として、沖縄の経済、環境、社会の好循環に貢献できているか。

➢ このままでは、むしろ好循環を阻害、悪循環を加速する要因になりえるか。

⚫ 生産性低迷による所得水準の低下

⚫ 所得・可処分所得の圧迫（エネル
ギーコスト増×労働時間短縮）

⚫ 低所得層でも自家用車が必要に

⚫ 子供や大人の学ぶ機会や質の高い
生活を営む権利の喪失

⚫ 貧困層の拡大、貧困の連鎖加速

⚫ 慢性的渋滞の悪化、時間損失

⚫ 公共交通サービスの衰退、運賃上昇

⚫ 自家用車依存、時間損失の更なる拡大

⚫ CO2や大気汚染など環境負荷の増加
⚫ 生活環境の悪化

生活・社会の質の低下 観光の質の低下

⚫ スプロールアウト。まちのビジネス・生活
機能の集積密度低下

⚫ 働ける時間の減少と人手
不足の深刻化

⚫ 生産活動の縮小
⚫ 勤務・居住地の制約

⚫ 移動・輸送コストの増大と
稼いだ富の県外流出増大
（車両、燃料など）

ビジネスの質の低下

⚫ 訪れる価値・魅力の
低下

⚫ 地域文化の喪失

⚫ 遠方への来訪意
欲・可能性の低下

⚫ 実質滞在時間短縮
⚫ 地域内消費の低迷



市民主導による交通のリ・デザイン
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沖縄のありたい姿
（パブリックインボルブメント）

沖縄に必要なアクション
（県民運動推進会議）

経済 金融 観光

交通 エネルギー 行政

✓ インタビューや意見交換会などの対話を通
じ、住民や観光客の潜在意識を掘り起こし。

✓ 今の需要ではなく、本当に望む生活や旅行
の姿を問いかけ、その実現に必要な交通の
形を彼ら自身が選択できるよう対話を行う。

✓ 経済界や金融機関などを巻き込み、企業や個
人の行動変容と利便性の高い交通ネットワー
クの構築を一体的に進める体制を構築。

✓ DXやGXも念頭に、移動の質の向上、生産性向
上、都市の付加価値向上、エネルギーの安定
供給、域内好循環等につなげる。

〇 通勤、送迎、買い物、仕事など、車前提のライフスタイルは深く根付き、戦後の経済成
長を支えてきた。一方で、そのライフスタイルが、生活、社会、経済活動の質を低下させ、
心豊かで持続可能な経済社会づくりを阻害する要因ともなりつつある。

〇 人に会い、モノを運ぶ「移動」は、本来、心豊かで包摂性の高い社会を実現し、１時
間・１人あたりの生産額の高い高付加価値型経済を実現するための大切な生産財の一つ。
重要な地域共通資産。

リ・デザインの2本の柱

（イメージ）

幅広い経済界、住民や観光客、地域のステークホルダーとともに、暮らしや企業活動のあり方、それ
に貢献するまちや移動のあり方を議論し、トータルでのリ・デザインに取り組む。
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市民と一緒に政策をつくっていくということ

• 行政が作成した計画を住民に説明 → 住民に納得・理解してもらう から

• 行政と住民が協働で（一緒）に作る計画へ → PI（パブリックインボルブメント）

フランス、スイスともに地域住民が参
加する社会的合意形成の仕組みが
導入されている。

出所：「地方都市圏におけるモード横断的な公共交

通の財務と運営に関する調査研究（最終報告）」 ,

国土政策研究所 ,2024,3.29



沖縄交通リ・デザイン官民共同宣言（R6.9.19）
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高校生のみなさんとやりたいこと
（令和６年度の首里高校を例に）

15
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• 12月に実施したワークショップでは、「沖縄の理想の未来」と、「そのために
私たちは何ができるか」について、意見を出し合いました。

テーマ①
• 自分にとって、沖縄の未来にとって、どのような「理想の未来」
が実現するとよいですか？

• また、そのために誰が何をすることが必要になりますか？

テーマ②

• テーマ①で議論した「未来」に向かって、自分ならどんなことが
できますか？

• それは自分ですぐにできそうですか？それとも誰かの協力が必
要ですか？

令和６年度の首里高校の取組例①－首里高校の発表から
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• テーマ①「沖縄の理想の未来」

環境
観光・経済

自由な移動

みんながスムーズに
移動できる

車がなくても
生活できる

沖縄の経済が
発展していく

地球温暖化が
進行しない

渋滞がなく
時間的余裕がある

観光客が
観光しやすい

公共交通が
持続する

空気がきれい

事故が少なく
安心して移動できる

令和６年度の首里高校の取組例②－首里高校の発表から
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• テーマ②「理想の未来のために私たちは何ができる
か」

誰かの協力がいること

すぐにできること

公共交通を使う

時間をずらして
通学する

徒歩や自転車で
通学する

リモート授業で
通学を不要にする

送迎してもらうのを
やめる

休日も公共交通で
移動する

友達も誘って
みんなで乗る

バスの位置が
見られるアプリを

広める

スクールバスがあれば
それで通学する

令和６年度の首里高校の取組例③－首里高校の発表から
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令和６年度の首里高校の取組例④－首里高校の発表から

• ワークショップで出た意見をもとに、今すぐに実践できるメニューとして下の4
つを選び、首里高1年全体に呼びかけてこれらに取り組みました。

【移動手段の分散】 【時間の分散】

公共交通を使う
×遅刻の緩和

送迎場所を
変える

徒歩や自転車で
通学する

朝8時までに
登校する
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令和６年度の首里高校の取組例⑤－首里高校の発表から

•首里高1年生400人のうち、218人が今回の実証に取り組みました。そ
の中で元々は家族の送迎で通っていた人も79人いました。

•多いクラスでは、40人中33人も取り組みました。
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令和６年度の首里高校の取組例⑥－首里高校の発表から

•取り組んでみてよかったこととして「朝の時間を有効に使えたこと」、「送迎
する親の負担が減ったこと」などの意見が出ました。

•実証に取り組んだ人のうち96％もの人が、今後も公共交通機関による
通学や早い時間の登校等を続けたいと感じています。

朝の時間を
有効に使えた

続けたいと思うか

続けたい

続けたくない・

分からない

209人
（96%）

友達と過ごす
時間が増えた

送迎する
親の負担が減った

取り組んでよかったこと

からだを動かす
ことができた



22

令和６年度の首里高校の取組例⑦－首里高校の発表から

•取り組んでみて分かったこととして、「早い時間のバスは空いている」、「天
気や季節によって大変さが変わる」などの意見が出ました。

• また、通学手段を変えなかった人の理由としては、「通学手段の変更に
よって、通学時間が多くかかってしまうこと」が多いことがわかりました。

通学手段を変えなかった理由

時間がかかる

その他

55人
（81%）

※ 通学手段を変えなかった人のうちアンケート回答者のみ

取り組んでみて分かったこと

早い時間のバスは
空いている

雨の日は遅れたり
濡れるので大変

この季節（冬）は
朝早いと寒い

バスの乗り場を
間違えてしまった
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令和６年度の首里高校の取組例⑧－首里高校の発表から

機会があれば取り組みたいと思うか

はい

いいえ・分からない

•今回は取り組めなかったものの、機会があれば取り組みたい生徒も多い
ため、周りに働きかけながら取り組みを広げていきたいと思いました。

• より多くの人々が通学手段の分散や通学時間の分散に主体的に取り組
むためには、継続的にこうした機会をつくるとともに、
✓ バスの時間と通学の時間をうまく合わせること

✓ 金銭面を含めた負担を軽減するための工夫

✓ 競争やゲーム的な要素を仕組みに組み込むこと（例：首里高校では「団ポイント」）

ができるとよいと思いました。

21人
（70%）

※ 「移動手段の分散」、「時間の分散」の両方に
取り組まなかった人のうちアンケート回答者のみ
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